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研究成果の概要：ルネサンス以降、人間の感性と理性が分離するとともに、二つの知的系譜（文

系と理系）に世界は分裂していった。この分裂は F・ベーコンによって決定的になった。他方、

感性と理性の統合を目指す動きもまた存在した。その第一はレオナルドであり、第二は魔術的・

錬金術的運動である。レオナルドが、自然は完全には探究しがたいと信じていたのに対して、

錬金術師たちは、太陽の生命力（プリマ･マテリア）を抽出しようと無駄な努力を重ねた。ニュ

ートンもじつは錬金術的な伝統の継承者である。本研究は、若い頃、錬金術の研究に傾倒して

いたゲーテが、やがてレオナルド的な立場に立ち、ニュートン的・ベーコン的な近代科学の批

判こそ自らの使命だと考えるようになった経緯を明らかにしている。 

 
 

交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

平成 19 年度 1,100,000 330,000 1,430,000 

平成 20 年度 1,000,000 300,000 1,300,000 

年度    

年度    

  年度    

総 計 2,100,000 630,000 2,730,000 

 
 

研究分野：ヨーロッパ文学 

科研費の分科・細目：文学・ヨーロッパ文学（英文学を除く） 

キーワード：ルネサンス、ゲーテ、レオナルド・ダヴィンチ、錬金術、ニュートン、カッシー

ラー、Ｆ・ベーコン、ミクロコスモス 

 
 
１．研究開始当初の背景 

カッシーラーはヨーロッパ文化の正統的な
流れを、ルネサンスの魔術的人文主義から
ケンブリッジのプラトン学派やルソーを経
てゲーテにいたる系譜のなかに位置づける
とともに、こうした一見すると「非合理主
義的」な伝統を近代科学の新しい「合理主
義的」な伝統に対置させている。このよう 

 
にゲーテを、ルネサンスの魔術的伝統と結
びつけて捉える研究はこれまであまりなさ
れてこなかったし、ヨーロッパを真に知ろ
うとすれば、近代ヨーロッパの隠された魔
術的・錬金術的伝統に踏み込まなくてはな
らない。 
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２． 研究の目的 

①ルネサンスの人文主義的伝統とゲーテ

との関係、②若きゲーテと錬金術との関

係、③錬金術と近代科学の関係（錬金術

師ニュートン）、④ゲーテはなぜ「錬金

術としての近代科学」を批判したか。 

 

３．研究の方法 

①ゲーテとルネサンス、ゲーテと錬金術の関
係の文献学的調査、②近代科学と錬金術の関
係の科学史的調査・探究、③東京やドイツで
の研究打ち合わせ、情報収集、 

 

４．研究成果 
①ルネサンスの人文主義的伝統とゲーテと
の関係については、レオナルドとゲーテと
の親近性が明らかになった。②若きゲーテ
が錬金術の研究を相当に熱中して行ってい
たことが分かった。③錬金術と近代科学と
の関係を調べていくうちに、Ｆ・ベーコン
が今日の非人文主義的な近代科学の礎を築
いたことが判明した。④ゲーテが近代科学
を批判するのは、それがルネサンス以降の
人文主義的伝統を等閑視しているからであ
ることが詳らかにされた。 
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